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い
の
ち
の
リ
レ
ー

普
段
の
生
活
の
中
で
、
臓
器
移
植
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

も
し
も
の
と
き
、
誰
か
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
し
、
自
分
が
助
け
て
も
ら
う
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
提
供
す
る
の
か
し
な
い
の

か
、
自
分
の
考
え
を
家
族
と
共
有
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
今
号
で
は
、
い
の
ち
の
た
す
き
を
つ
な

ぐ
臓
器
移
植
医
療
に
つ
い
て
、
当
院
の
取
り
組
み
も

含
め
、
分
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

特 集
ど
の
く
ら
い
の
方
が

臓
器
移
植
を
待
っ
て
い
ま
す
か
？

Q 4J
O
T
に
よ
る
と
、
2
0
1
7
年
9
月
30
日
時

点
で
の
国
内
に
お
け
る
各
臓
器
の
希
望
登
録
者
数

は
、
心
臓
6
4
1
人
（
う
ち
心
肺
同
時
4
人
）
、

肺
3
3
9
人
（
う
ち
心
肺
同
時
4
人
）
、
肝
臓

3
3
6
人
（
う
ち
肝
腎
同
時
13
人
）
、
腎
臓
１
２
，

4
8
9
人
（
う
ち
肝
腎
同
時
13
人
、
膵
腎
同
時

1
6
6
人
）
、
膵
臓
2
1
1
人
（
う
ち
膵
腎
同
時

1
6
6
人
）
、
小
腸
3
人
で
す
。
日
本
は
欧
米
に

比
べ
脳
死
に
よ
る
臓
器
提
供
が
少
な
く
、
待
機
患

者
が
臓
器
移
植
を
受
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず

し
も
大
き
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
希
望

登
録
を
控
え
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
数
い
る
と
さ

れ
、
潜
在
的
な
適
応
患
者
数
は
こ
の
数
値
を
大
幅

に
超
え
て
い
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

641
心臓

336
肝臓

211
膵臓

339
肺

3
小腸

12,489
腎臓

Q 6
臓
器
移
植
を
受
け
た
患
者
さ
ん
は

必
ず
回
復
し
ま
す
か
？

生
存
率
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

臓
器
移
植
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
多
く
は
臓
器
不
全
が

進
行
し
、
全
身
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
臓
器
に
よ
る
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
臓
器
移
植
手
術

は
高
度
な
技
術
を
要
す
る
手
術
で
あ
る
う
え
、
手
術
後

の
免
疫
抑
制
療
法
や
そ
れ
に
よ
る
副
作
用
の
問
題
も
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
手
術
自
体
や
手
術
後
の
合
併
症

に
よ
る
死
亡
率
は
一
般
の
医
療
に
比
べ
て
む
し
ろ
高
い
と

考
え
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
生
存
率
に
つ
い
て

は
臓
器
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
日
本
で
の
死
体
臓
器
移

植
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
5
年
生
存
率
（
腎
臓
と
膵
臓
は
生

着
率
）
は
、
心
臓
92
％
、
肺
73
％
、
肝
臓
80
％
、
腎
臓
76

％
、
膵
臓
74
％
で
す
。
全
て
の
臓
器
に
お
い
て
国
際
的
な

成
績
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

Q 8
臓
器
移
植
手
術
を
受
け
る
に
は

ど
の
く
ら
い
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
か
？

小
腸
移
植
を
除
く
臓
器
移
植
は
保
険
が
適
用
さ
れ
て
お

り
、
移
植
手
術
や
術
後
の
免
疫
抑
制
剤
な
ど
の
費
用
に
つ

い
て
は
保
険
診
療
と
な
り
ま
す
。
手
術
を
行
っ
た
月
の
医

療
費
は
高
額
に
な
り
ま
す
が
、
高
額
療
養
費
制
度
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
自
己
負
担
額
は
そ
の
限
度
額
内
と
な

り
ま
す
。
こ
の
他
、
臓
器
搬
送
に
関
わ
る
費
用
、
J
O
T

へ
の
登
録
料
な
ど
に
自
己
負
担
分
が
生
じ
ま
す
。

Q 2
脳
死
移
植
と
生
体
移
植
の

違
い
は
何
で
す
か
？

臓
器
移
植
は
、
脳

死
を
含
む
亡
く
な

っ
た
方
か
ら
提
供

を
受
け
る
臓
器
移

植
と
、
健
常
な
方

か
ら
臓
器
や
そ
の

一
部
の
提
供
を
受

け
る
生
体
臓
器
移
植
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
ち

ら
が
望
ま
し
い
医
療
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
善
意
に
よ
っ

て
死
後
に
提
供
さ
れ
た
臓
器
の
移
植
で
あ
り
、
健
常
な
ド
ナ

ー
の
体
に
傷
を
つ
け
る
よ
う
な
医
療
行
為
は
本
来
望
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
（
日
本
移
植
学
会
倫
理
指
針
よ
り
）
。

大脳

脳幹

小脳

脳死状態：機能消失部分

Q 3
提
供
す
る
臓
器
は

自
分
で
選
べ
る
の
で
す
か
？

自
分
で
選
べ
ま
す
。
厚
生
労
働
省
や
日

※

本
臓
器
移

植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
J
O
T
）
が
発
行
し
て
い
る
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
に
は
、
①
脳
死
後
ま
た
は

心
停
止
後
の
臓
器
提
供
、
②
心
停
止
後
に
限
っ
て
の

臓
器
提
供
、
③
臓
器
を
提
供
し
な
い
、
の
3
つ
の
選
択

肢
の
い
ず
れ
か
に
◯
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、
①
ま
た
は
②
を
選
ん
だ
場
合
で
、
も

し
提
供
し
た
く
な
い
臓
器
が
あ
る
場
合
に
は
、
心
臓
、

肺
、
肝
臓
、
腎
臓
、
膵
臓
、
小
腸
、
眼
球
の
い
ず
れ
か

に
×
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
J
O
T
）
臓
器
移
植
を
斡

旋
す
る
日
本
で
唯
一
の
組
織
。

表

裏

Q 7
臓
器
移
植
手
術
は
ど
の

病
院
で
も
行
っ
て
い
ま
す
か
？

亡
く
な
っ
た
方
か
ら
の
ご
提
供
に
よ
る

臓
器
移
植
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
施

設
は
臓
器
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
数
は
国
内
で
、
心
臓
10
施
設
、

肺
10
施
設
、
肝
臓
25
施
設
、
膵
臓
18
施

設
、
小
腸
12
施
設
、
腎
移
植
1
3
4
施

設
で
す
。
詳
し
く
は
J
O
T
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

www.jotnw.or.jp
JOTホームページ

※ここでは、特に断らない場合には、亡くな
った方からのご提供による臓器移植の中
の大部分を占める脳死移植（脳死となっ
た方から臓器提供を受ける場合）につい
て記載します。

きいて
　みよう
臓器移植

臓
器
移
植
は
「
機
能
不
全
に
陥
っ
た
臓
器
を
正
常
な
機
能
を
有
す
る

臓
器
と
置
き
換
え
る
医
療
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
提
供
者

（
ド
ナ
ー
）
と
移
植
希
望
者
（
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
）
が
必
ず
存
在
し
ま
す
。

心
臓
で
は
拡
張
型
心
筋
症
、
肺
で
は
特
発
性
間
質
性
肺
炎
、
肝
臓
で
は

肝
硬
変
な
ど
が
対
象
疾
患
の
一

例
で
す
。
病
気
で
臓
器
不
全
と
な

り
、
薬
物
療
法
な
ど
の
内
科
的

な
治
療
で
は
進
行
を
抑
え
ら
れ

な
い
患
者
さ
ん
が
臓
器
移
植
の

適
応
と
な
り
ま
す
。
移
植
で
き

る
臓
器
は
、
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、

腎
臓
、
膵
臓
、
小
腸
な
ど
ほ
ぼ
全

て
の
臓
器
で
す
。

Q 1
臓
器
移
植
医
療
は

ど
の
よ
う
な
医
療
で
す
か
？

レシピエント　
臓器提供者

ドナー
臓器移植希望者

肺

肝臓 膵臓

腎臓

心臓

小腸

眼球

臓器提供意思表示カード

登録・更新に必要
新規登録料　� 30,000 円
更新料（年1回）� 5,000 円
組織適合性検査（HLA）料� 20,000 円

移植時に必要
コーディネート経費　� 100,000 円
臓器搬送・摘出医師派遣費� 実費
血清搬送費� 実費

※免除規定があります

（宮城県の場合）（膵臓・腎臓のみ）

亡
く
な
っ
た
方
か
ら
の
ご
提
供
に
よ
る
臓
器
移
植
を
受
け
る

た
め
に
は
、
J
O
T
へ
の
希
望
登
録
が
必
須
で
す
。
レ
シ
ピ
エ

ン
ト
の
選
択
に
つ
い
て
は
ル
ー
ル
が
決
ま
っ
て
お
り
臓
器
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
待
機
期
間
、
体
格
、
血
液
型
、
病
状
の
重

さ
、
移
植
さ
れ
る
ま
で
に
予
想
さ

れ
る
時
間
な
ど
を
勘
案
し
て
選
択

し
ま
す
。
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
待
機
リ

ス
ト
上
の
順
番
に
つ
い
て
は
公
表

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
臓
器
の

平
均
待
機
期
間
が
分
か
り
ま
す
。

Q 5
ど
の
よ
う
な
基
準
で
移
植
の

候
補
者
が
選
ば
れ
る
の
で
す
か
？

自
分
の
順
番
は
分
か
り
ま
す
か
？
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ド
ナ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら

Ｊ
Ｏ
Ｔ
へ
連
絡

い
の
ち
の
た
す
き
を
つ
な
ぐ

本
人
や
家
族
の
意
思
に
基
づ
い
て
、
ド
ナ
ー
か
ら

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
へ
の
い
の
ち
の
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｔ
へ
移
植
希
望
登
録

ド
ナ
ー
候
補
者
の
発
生

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
決
定

各
移
植
施
設
に
て
移
植
手
術

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
意
思
確
認

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
選
定

臓
器
の
搬
送

移
植
施
設
よ
り
Ｊ
Ｏ
Ｔ
へ
登
録
さ
れ
ま
す
。

④
登
録

更
新
料
の
支
払
い
や
定
期
的
な
採
血
（
血

清
の
交
換
）
が
必
要
で
す
。

⑤
登
録
完
了
（
1
年
ご
と
に
更
新
）

①
受
診
し
て
い
る
施
設
で
相
談

②
移
植
施
設
の
受
診
と
審
査

移
植
施
設
を
受
診
す
る
と
、
臓
器
移
植

に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
説
明
と
同
意
が

行
わ
れ
ま
す
。
移
植
施
設
内
の
委
員
会

な
ど
で
適
応
が
検
討
さ
れ
、
各
臓
器
の

適
応
評
価
委
員
会
で
移
植
適
応
の
可
否

が
審
査
さ
れ
ま
す
。

膵
臓
、
腎
臓
移
植
で
は
提
供
者
と
の
適

合
性
が
重
要
な
た
め
、
組
織
適
合
性
検
査

（
Ｈ
Ｌ
Ａ
）
が
必
須
で
す
。
心
臓
・
肺
・

膵
臓
・
腎
臓
移
植
で
は
リ
ン
パ
球
交
差
試

験
に
備
え
て
、
血
清
保
存
の
た
め
の
採
血

が
必
要
で
す
。

③
登
録
時
採
血

※
エ
ン
ジ
ェ
ル
ケ
ア

亡
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
体
を
清

拭
し
、
治
療
の
痕
や
傷
口
を
カ
バ

ー
し
た
り
、
お
化
粧
を
施
す
こ
と
。

入
院
・
治
療

死
亡
宣
告

ご
遺
体
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
ケ
ア

ご
家
族
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

ご
焼
香
、お
見
送
り

法
的
脳
死
判
定　

２
回
目

臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
説
明

脳
神
経
専
門
医
の
診
断

法
的
脳
死
判
定　

１
回
目

必
要
な
知
識
と
経
験
を
持

つ
医
師
が
法
に
基
づ
い
た
厳

格
な
方
法
で
行
い
ま
す
。家

族
が
希
望
す
れ
ば
、立
ち
会

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

1
回
目
の
判
定
か
ら
6
時

間
（
6
歳
未
満
は
24
時
間
）

以
上
経
過
し
た
後
に
、
１

回
目
と
同
じ
検
査
を
行
い

ま
す
。
判
定
が
終
了
し
た

時
刻
が
死
亡
時
刻
と
な
り

ま
す
。

書
面
に
よ
る
臓
器
提
供
意
思
の
表
示

提
供
し
な
い

不
明

提
供
す
る

臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
を
確
認

で
き
る
も
の
が
あ
る
か
を
確
認

あ
る

家
族
へ
の
臓
器
提
供
に
関
す
る
説
明

希
望
し
な
い

希
望
す
る

家
族
の
意
思
決
定
（
最
終
決
定
）

希
望
し
な
い

臓
器
を
提
供
し
な
い

治
療
を
継
続

承
諾

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
が
決
定
す

る
と
、
移
植
手
術
を
す
る

施
設
の
医
師
が
病
院
を
訪

れ
、
提
供
す
る
臓
器
の
摘

出
手
術
を
行
い
ま
す
。

臓
器
摘
出
手
術

レ
シ
ピ
エ
ン
ト（
臓
器
移
植
希
望
者
）

ド
ナ
ー（
臓
器
提
供
者
）

な
い

各
臓
器
の
移
植
医
が

ド
ナ
ー
の
い
る
病
院
に
到
着

各
県
も
し
く
は
Ｊ
Ｏ
Ｔ
の

臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
病
院
を
訪
れ
、
更
に

詳
し
い
説
明
を
行
い
ま
す
。

脳神経外科 科長
冨永 悌二

Ｊ
Ｏ
Ｔ
に
登
録
さ
れ
て

い
る
希
望
者
の
中
か
ら
、

医
学
的
な
基
準
に
従
っ

て
公
平
に
レ
シ
ピ
エ
ン

ト
が
選
ば
れ
ま
す
。

摘
出
し
た
臓
器
に
よ
っ
て

移
植
ま
で
の
許
容
の
時
間

が
異
な
る
た
め
、
飛
行
機
、

新
幹
線
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
搬
送

さ
れ
ま
す
。

説
明
を
受
け
る
か
ど

う
か
は
、い
つ
で
も
断

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

脳
神
経
専
門
医
が
現

在
ま
た
は
近
い
将
来
、

脳
死
に
近
い
状
態
に

な
る
か
ど
う
か
を
判

断
し
ま
す
。

●
　

臓
器
提
供

　
意
思
表
示
カ
ー
ド

●
　

健
康
保
険
証

●
　

運
転
免
許
証

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

臓器提供支援室
ドナーコーディネーター 脳神経専門医脳死判定医各臓器の移植医

各県もしくは
JOT の臓器移植
コーディネーター

医療ソーシャルワーカー
町田 雄一郎

看護師長
設楽 恵子

副看護部長
熊田 真紀子

医師
川副 友

医師
藤盛 啓成

齋藤 尚子

佐藤 則子 秋場 美紀

臓器移植医療部
レシピエント移植コーディネーター

各臓器の移植医

※

〜
臓
器
移
植
手
術
の
流
れ
〜

臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
十
分
な
話
し
合
い
の

う
え
家
族
の
総
意
が
決
定

さ
れ
ま
す
。



（
170
件
）

（
59
件
）

（
自
家
移
植
4
件
）

（
3
件
）

腎
臓
移
植
施
設
認
定

肺
移
植
施
設
認
定

膵
臓
移
植
施
設
認
定

小
腸
移
植
施
設
認
定

肝
臓
移
植
施
設
認
定

臓
器
移
植
医
療
部
設
置

心
臓
移
植
施
設
認
定

膵
島
移
植
施
設
認
定

心
肺
移
植
施
設
認
定

全
臓
器
移
植
が
可
能
と
な
る
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そ
の
一
方
で
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
臓
器
移
植
を

待
ち
望
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
臓
器
提
供
す
る
側

の
ド
ナ
ー
の
数
は
非
常
に
少
な
く
、
移
植
を
必
要

と
す
る
患
者
さ
ん
の
数
と
の
間
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
ま

す
。
内
閣
府
に
よ
る
世
論
調
査
（
2
0
1
3
年

実
施
）
で
は
、
自
分
の
臓
器
を
「
提
供
し
た
い
／

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
提
供
し
た
い
」
と
答
え
た
人

が
4
3.
1
％
も
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
方
に
臓
器
提
供
に
つ
い
て
の
意

思
表
示
を
示
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
移
植
医
療

を
行
う
医
療
機
関
側
の
体
制
を
強
化
す
れ
ば
、
命

を
救
え
る
患
者
さ
ん
は
ま
だ
何
倍
に
も
増
え
る
余

地
が
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ベ
ッ
ド
上
で
寝
た
き
り
だ
っ
た
患
者
さ
ん
で

も
、
臓
器
移
植
に
よ
り
多
く
の
方
が
社
会
復
帰
し

て
い
ま
す
。
ど
の
臓
器
で
あ
ろ
う
と
リ
ス
ク
は
あ

り
、
合
併
症
な
ど
で
命
を
落
と
す
可
能
性
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
患
者
さ
ん
は
元
気
に
な
り
た

い
と
願
い
、
決
断
し
、
そ
の
時
が
来
る
の
を
待
っ

て
い
ま
す
。
臓
器
移
植
医
療
は
患
者
さ
ん
に
希
望

の
光
を
与
え
ら
れ
る
医
療
で
す
。
私
た
ち
は
人
材

育
成
や
体
制
強
化
、
社
会
的
な
理
解
の
促
進
と
い

う
課
題
解
決
に
努
め
、
よ
り
多
く
の
命
を
未
来
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
田 

克
典
（
お
か
だ 

よ
し
の
り
）

臓
器
移
植
医
療
部
部
長
／
呼
吸
器
外
科 

科
長

1
9
6
2
年
生
ま
れ
、
宮
城
県
出
身
。
1
9
8
8
年
東
北
大
学
医
学
部
卒

業
。
2
0
1
5
年
4
月
よ
り
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
呼
吸
器
外
科
学

分
野
教
授
、
当
院
呼
吸
器
外
科
科
長
、
当
院
臓
器
移
植
医
療
部
部
長
に
就
任

仁尾 正記
小児外科 科長

宮城 重人
臓器移植医療部 副部長

移植・再建・内視鏡外科 医師

岡田 克典
臓器移植医療部 部長

呼吸器外科 科長

海野 倫明
肝・胆・膵外科 科長

齋木 佳克
心臓血管外科 科長

　
日
本
に
お
い
て
全
て
の
臓
器
移
植
に
対
応
し
て

い
る
病
院
は
、
当
院
の
他
に
は
全
国
で
わ
ず
か
1

施
設
あ
る
の
み
で
す
。
臓
器
移
植
は
技
術
的
に
も

倫
理
的
に
も
複
雑
さ
を
伴
う
医
療
で
、
例
え
ば
手

術
後
に
免
疫
抑
制
と
い
う
特
殊
な
治
療
が
必
要
で

あ
っ
た
り
、
感
染
症
や
臓
器
障
害
と
い
っ
た
リ
ス

ク
に
対
す
る
慎
重
な
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
医
師
や
看
護
師
だ
け
で
な
く
手
術
部
、
薬
剤

部
、
検
査
部
、
輸
血
部
な
ど
様
々
な
チ
ー
ム
の
協

力
も
不
可
欠
で
す
。私
た
ち
臓
器
移
植
医
療
部
は
、

こ
の
よ
う
な
院
内
の
協
力
体
制
の
維
持
、
臓
器
移

植
を
希
望
す
る
方
や
実
際
に
受
け
た
方
の
治
療
、

ご
家
族
を
含
め
た
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
臓
器
移
植
医
療
は
今
、
小
腸
移
植
以
外
は
保
険

適
用
と
な
り
、「
先
進
医
療
」
と
呼
ば
れ
た
段
階

か
ら
、
ご
く
普
通
の
「
一
般
的
医
療
」
へ
と
定
着

し
つ
つ
あ
る
成
熟
期
の
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

社
会
の
理
解
が

希
望
の
光
と
な
る

移
植
医
が

考
え
る

臓
器
移
植
医
療

と
は
？件

6

肝
臓
移
植

件
14

心
臓
移
植

件
51

腎
臓
移
植

件
9

膵
腎
同
時

移
植

件
3

膵
島
移
植

件
94
（
14
件
）

肺
移
植

件
8

小
腸
移
植

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

後藤 昌史
移植・再建・内視鏡外科 医師

１
９
９
７
年
10
月

１
９
９
８
年
4
月

１
９
９
９
年
2
月

 

12
月

２
０
０
０
年
5
月

２
０
０
２
年
4
月

２
０
０
３
年
6
月

２
０
０
６
年

２
０
１
１
年
9
月

東
北
大
学
病
院
の

臓
器
移
植
医
療
の
あ
ゆ
み

累
計
実
績

※
実
績
数
は
2
0
0
9
年
〜
2
0
1
7
年

10
月
23
日
ま
で
の
死
体
臓
器
移
植
（ 

）
内
は

生
体
臓
器
移
植
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もっと
　知りたい
臓器移植

Q 7
ド
ナ
ー
の
家
族
は

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
と
交
流
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

日
本
で
は
ド
ナ
ー
の
家
族
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト

と
の
直
接
の
交
流
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
臓
器
移
植
医
療
に
お
け
る
ド
ナ

少
し
で
も
長
く

充
実
し
た
日
々
を
送
れ
る
こ
と
が

み
な
さ
ま
へ
の
感
謝
に
な
れ
ば
。

　
初
め
て
お
手
紙
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。先
月
、腎

臓
を
ご
提
供
頂
き
ま
し
た
子
ど
も
の
父
親
で

す
。私
ど
も
に
は
、ド
ナ
ー
の
方
の
情
報
は
年
齢

と
性
別
し
か
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。こ
の
手

紙
を
お
読
み
に
な
っ
て
い
る
の
が
ご
家
族
や
身
内

の
方
な
の
か
、知
人
友
人
の
方
な
の
か
知
る
術
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。で
す
が
私
ど
も
の
お
伝
え
し
た

い
思
い
は
同
じ
で
す
。そ
し
て
こ
の
思
い
が
、息
子

の
手
紙
と
一
緒
に
ド
ナ
ー
の
方
の
傍
へ
届
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
息
子
は
移
植
後
の
経
過
が
驚
く
ほ
ど
順
調

で
、拒
絶
反
応
な
ど
心
配
さ
れ
て
い
た
症
状
も
一

切
出
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
ま
ま
行
け
ば
あ
と
数

日
で
退
院
の
予
定
で
す
。「
こ
こ
に
腎
臓
が
入
っ
て

る
ん
だ
よ
」と
言
っ
て
自
分
で
お
腹
を
さ
す
っ
て
い

ま
す
。息
子
は
こ
れ
ま
で
何
度
か
入
院
経
験
が
あ

り
、私
が
付
き
添
い
で
泊
ま
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の

度
に
移
植
を
受
け
た
方
が
拒
絶
反
応
と
闘
っ
て
い

る
姿
を
見
て
い
た
の
で
、息
子
の
移
植
の
時
に
は

強
い
父
親
で
い
よ
う
と
い
ろ
い
ろ
な
事
に
覚
悟
を

決
め
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
経
過
は
本
当
に
順

調
で
、息
子
の
苦
痛
の
表
情
を
ほ
と
ん
ど
見
て
い

ま
せ
ん
。裏
を
返
せ
ば
、そ
れ
だ
け
息
子
と
相
性

の
良
い
素
晴
ら
し
い
腎
臓
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
デ
ー
タ
上
で
適
合
率
が
高
く
と
も
、術

後
経
過
が
良
好
で
は
な
か
っ
た
り
、拒
絶
反
応
が

強
い
な
ど
、移
植
し
た
臓
器
が
う
ま
く
機
能
し
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
今
後
は
私
ど
も
の
育
て
方
に
掛
か
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
大
人
に
な
っ
て
い
く
息

子
と
の
共
同
作
業
で
す
。今
後
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
私
ど
も
の
前
に
現
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。ど
ん

な
時
で
も
一つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
て
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
移
植
を
受
け
ら
れ
な
け
れ
ば
過
ご
せ
な
い
で

あ
ろ
う
充
実
し
た
時
間
を
、少
し
で
も
多
く
、息

子
が
、そ
し
て
そ
れ
を
見
守
る
私
ど
も
が
過
ご
せ

て
い
け
た
ら
そ
れ
に
勝
る
幸
福
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、そ
の
幸
福
な
時
間
は
臓
器
提
供
と
い
う

と
て
も
尊
い
行
為
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
、そ
の
尊
い
思
い
が
息
子
の
腎
臓
に
宿
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。少
し
で
も
長
く
充
実
し
た

日
々
を
送
れ
る
こ
と
が
ド
ナ
ー
の
方
、ご
家
族
の

方
、身
内
の
方
、知
人
友
人
の
み
な
さ
ま
へ
の
感

謝
の
言
葉
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。今
後
の
経
過
も

含
め
、ま
た
連
絡
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
ご
提
供
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

あなたの意 思を表 示
することが大事で す

WEB登録
はこちら

健康保険証

マイナンバーカード

運転免許証

Q 1
糖
尿
病
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

臓
器
提
供
は
で
き
ま
す
か
？

糖
尿
病
な
ど
の
病
気
で
治
療
中
の
方
で
も
臓
器
提

供
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
臓
器
提

供
時
に
、
医
学
的
検
査
を
し
て
臓
器
ご
と
に
提
供

の
可
否
が
判
断
さ
れ
ま
す
。
が
ん
や
全
身
性
の
感

染
症
で
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
全
て
の
臓
器
が

提
供
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
臓
器
提
供
者

適
応
基
準
で
は
、
お
よ
そ
心
臓
50
歳
以
下
、
肺
70

歳
以
下
、
腎
臓
70
歳
以
下
、
膵
臓
60
歳
以
下
、
小

腸
60
歳
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
年
齢
を
越
え
た
方
で
も
医
学
的
に
提

供
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
、
実
際
に
60
歳
代
の
方

か
ら
心
臓
が
提
供
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

肝
臓
移
植
を

受
け
ら
れ
た
方
と
奥
様
へ

　
や
わ
ら
か
な
春
の
陽
ざ
し
に
若
葉
が
美
し
い

頃
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
い
か
が
お
過
ご
し
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。私
は
ド
ナ
ー
の
母
で
す
。

心
の
こ
も
っ
た
ご
丁
寧
な
お
手
紙
を
頂
戴
し
ま

し
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。素
晴

し
い
お
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。何
度
も
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
、何
度
も
泣
き
ま
し
た
。お
返
事
が
遅

く
な
り
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
た

び
初
め
て
ウ
ィ
ル
ソ
ン
病
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

長
い
間
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
ご
家
族
の
方
は
ど

れ
ほ
ど
お
つ
ら
く
大
変
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
で
し

ょ
う
。難
病
に
ひ
た
む
き
に
向
か
う
お
姿
に
心
打

た
れ
ま
し
た
。移
植
後
回
復
に
向
か
っ
て
い
る
と
　
　
　

の
こ
と
、何
よ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
息
子
は
小
さ
い
頃
か
ら
活
発
に
よ
く
動
く
優

し
い
子
で
し
た
。サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

は
何
で
も
好
き
で
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
観
戦
に

行
き
、い
ろ
ん
な
物
を
食
べ
な
が
ら
大
声
で
応
援

し
て
い
た
そ
う
で
す
。気
さ
く
な
人
気
者
で
ご
年

配
の
方
や
犬
か
ら
も
好
か
れ
て
い
ま
し
た
。幼
い

子
を
あ
や
す
の
が
上
手
で
し
た
。人
気
だ
け
で
生

徒
会
長
も
し
て
い
ま
し
た
よ
。い
つ
も
自
分
の
こ

と
よ
り
も
周
り
を
気
遣
う
子
で
し
た
か
ら
、臓

器
提
供
の
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
携
帯
し
て
い
た

の
は
、よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。私
達
家
族
は
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。こ

ち
ら
の
病
院
か
ら
出
発
す
る
臓
器
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
を
、ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
お
役
に
立
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
を
こ
め
、祈
り
な
が
ら
雨
の
中
見
送
り
ま
し

た
。私
の
大
切
な
息
子
は
短
い
寿
命
で
天
に
召
さ

れ
ま
し
た
。短
い
命
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、豊
か

な
愛
情
に
つ
つ
ま
れ
、や
り
た
い
仕
事
も
精
一
杯
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。幸
せ
な
悔
い
の
な
い
生

涯
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
肝
臓
は
も
う
す
で
に
貴
方
の
身
体
そ
の
も
の

で
す
。お
役
に
立
て
て
い
た
だ
き
貴
方
に
も
関
係

の
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
も
感
謝
致
し
て
お
り

ま
す
。ド
ナ
ー
の
こ
と
は
忘
れ
て
下
さ
い
ね
。ど
う

ぞ
穏
や
か
に
健
や
か
に
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。ご
家
族
の
皆
様
の

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ド
ナ
ー
の
母
よ
り

Q 5
子
ど
も
と
大
人
で
は
脳
死
判
定
に

違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

日
本
で
は
、
脳
死
を
「
脳
全
体
の
働
き
が
無
く
な
っ

て
、
二
度
と
元
に
戻
ら
な
い
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
大
人
で
も
子
ど
も
で
も
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
は
大
人
に
比
べ
て
脳
に
障
害
を
受
け

た
と
き
の
回
復
力
が
強
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
よ
り
厳

密
に
脳
死
判
定
を
行
い
ま
す
。
6
歳
未
満
の
場
合
、
大

人
と
同
じ
項
目
を
24
時
間
以
上
の
間
隔
で
2
度
確
認

す
る
こ
と
（
大
人
は
6
時
間
以
上
の
間
隔
）
、
生
ま

れ
て
か
ら
12
週
未
満
の
小
児
を
除
外
す
る
こ
と
、
虐

待
の
可
能
性
を
除
外
す
る
こ
と
（
18
歳
未
満
の
児
童

が
対
象
）
な
ど
が
付
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q 2
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
を

指
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

亡
く
な
っ
た
方
か
ら
の
ご
提
供
に
よ
る
臓
器
移
植
の

場
合
、
次
の
4
つ
の
要
件
の
全
て
が
満
た
さ
れ
れ
ば
親

族
へ
の
優
先
提
供
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
他
の
場
合
に
は
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
は
通
常
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
選
択
さ
れ
ま
す
。

本
人
が
、臓
器
を
提
供
す
る
と
い
う
書
面
で
の

意
思
表
示
が
で
き
る
15
歳
以
上
の
方
で
あ
る
こ
と

�

本
人
が
、臓
器
を
提
供
す
る
と
い
う
意
思
表
示
に
併
せ
て
、

親
族
へ
の
優
先
提
供
の
意
思
を

書
面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
こ
と

�

臓
器
提
供
の
際
、親
族
（
配
偶
者
、子
ど
も
、�

父
母
）が

移
植
希
望
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
。

�

医
学
的
な
条
件
（
適
合
条
件
）を
満
た
し
て
い
る
こ
と

1234

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
ご
家
族
よ
り

ド
ナ
ー
の
ご
家
族
よ
り

Q 6
提
供
し
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
意
思

表
示
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

臓
器
移
植
医
療
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
臓
器

提
供
と
臓
器
移
植
に
関
す
る
4
つ
の
権
利
の
全

て
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
意
思
表

示
カ
ー
ド
に
は
、「
臓
器
を
提
供
し
ま
せ
ん
」
と

い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。
家
族
が
臓
器
提
供

の
判
断
を
す
る
の
は
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
提
供
し
た
い
、
提
供
し
た
く
な
い
に
関
わ

ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
意
思
を
示
し
て
お

く
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

―J
O

T

「th
in

k
 tran

sp
lan

t

」vo
l.3

0

よ
り
転
載
―

―J
O

T

「th
in

k
 tran

sp
lan

t

」vo
l.3

2

よ
り
転
載
―

「think
��transplant」

ー
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
匿
名
性
保
持

の
原
則
に
基
づ
い
て
の
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
本
人
や
家

族
の
感
謝
の
言
葉
を
J
O
T
を
通

じ
て
ド
ナ
ー
家
族
に
届
け
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
実
際
に
送
ら
れ
た
お

手
紙
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

シリーズはこちらから
お読みください。

Q 3
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も

臓
器
提
供
は
で
き
ま
す
か
？

脳
死
に
よ
る
臓
器
提
供
が
で
き
る
施
設
は
、『
「
臓
器
の

移
植
に
関
す
る
法
律
」
の
運
用
に
関
す
る
指
針
（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）
』
に
よ
り
、
高
度
な
医
療
を
行
う
次
の

い
ず
れ
か
の
類
型
に
当
て
は
ま
る
施
設
で
あ
る
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
眼
球

以
外
の
臓
器
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
。

● 

大
学
附
属
病
院

● 

日
本
救
急
医
学
会
の
指
導
医
指
定
施
設

● 

日
本
脳
神
経
外
科
学
会
の
基
幹
施
設
又
は
研
修
施
設

● 

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
た
施
設

● 

日
本
小
児
総
合
医
療
施
設
協
議
会
の
会
員
施
設

Q 4
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
複
数
枚

持
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

活
用
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

臓
器
提
供
に
つ
い
て
の
意
思
表
示
は
、
意
思
表
示
カ

ー
ド
の
他
に
、
健
康
保
険
証
の
裏
面
、
運
転
免
許
証

の
裏
面
に
書
き
込
む
形
で
普
及
が
は
か
ら
れ
て
い
ま

す
。
複
数
の
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
で
、
万
一
の
と
き
に

自
分
の
意
思
表
示
内
容
が
家
族
や
医
療
従
事
者
に
よ

り
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ

で
内
容
が
異
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

最
新
の
署
名
、
年
月
日
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

あげたい

提供する権利

あげたく
ない

提供しない権利

もらいたい

移植を
受ける権利

もらいたく
ない

移植を
受けない権利

注意事項

本人署名（自筆）： 家族署名（自筆）：

住所

備考

保健医療機関等において診察を受けようよするときには、必ずこの証を
その窓口で渡してください。

私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、移植の為に臓器を提供します。

《1又は2を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、×をつけてください。》

署名年月日　　　年　　　月　　　日

【 心臓・肺・肝臓 ・腎臓・膵臓・小腸・眼球 】
じん　ぞう すい　ぞう

私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を提供します。
私は、臓器を提供しません。

※  以下の欄に記入することにより、臓器提供に関する意思を表示することができます。
　 記入する場合は、1.から 3.までのいずれかの番号を○で囲んでください。

1.
2.
3.

〔特記欄： 〕
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栄
養
と
う
ま
み
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
旬
の
野

菜
を
使
っ
た
美
味
し
い
副
菜
レ
シ
ピ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
料
理
の
時
間
を
短

縮
す
る
下
ご
し
ら
え
を
し
て
お
く
こ
と
で
、

手
軽
に
無
理
な
く
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

岡
本
智
子 

室
長 

監
修

東
北
大
学
病
院
栄
養
管
理
室
の

野
菜
を
食
べ
る

副
菜
レ
シ
ピ

果物

乳製品

主菜

副菜 2 副菜 1

汁物主食

毎
食
、主
食
（
ご
は
ん
、
パ

ン
、麺
）、主
菜
、副
菜
・
汁
物

（
野
菜
、芋
、海
藻
、き
の
こ

な
ど
）を
揃
え
、一
日
一
回
、

果
物
や
乳
製
品
を
適
量
食

べ
る
こ
と
で
1
日
に
必
要

な
栄
養
素
を
偏
り
な
く
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を

ビ
タ
ミ
ン
C
や
カ
リ
ウ
ム
が
豊

富
で「
畑
の
り
ん
ご
」と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
C
は

加
熱
に
よ
っ
て
壊
れ
や
す
い
成
分

で
す
が
、
で
ん
ぷ
ん
質
が
保
護
す
る
た
め
、

調
理
に
よ
る
損
失
が
少
な
い
の
が
特
長
で
す
。
ま

た
、
長
期
保
存
も
可
能
な
の
で
、冬
場
に
不
足
し
が

ち
な
ビ
タ
ミ
ン
C
の
補
給
源
と
し
て
も
優
秀
で
す
。

冬
の
食
材
「
じ
ゃ
が
い
も
」

切
っ
た
後
に
10
分
程
度
水
に
さ

ら
し
て
ア
ク
を
抜
く
こ
と
で
褐

変
を
防
ぎ
、
調
味
料
の
含
み
も

よ
く
な
り
ま
す
。
茹
で
る
と
き

に
は
、
丸
ご
と
の
場
合
は
水
か

ら
12
～
15
分
中
火
に
か
け
、
切

っ
た
場
合
は
塩
を
加
え
た
た
っ

ぷ
り
の
熱
湯
で
6
～
8
分
加
熱

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

便
利
な

下
ご
し
ら
え
術

じゃがいもは 1個 10 0g 程度のものを使用。

ホタテの甘辛煮

ホタテのだしをほくほくのじゃがいもに
吸わせてうま味たっぷりの一品！

じゃがいも2個は皮をむき、1/4 ～1/6の食べ

やすい大きさに切り水にさらす。鍋にじゃがい

も、ホタテ水煮1缶（汁ごと、身40g程度）、砂糖

大1を加え火にかける。沸騰したらしょうゆ小2

を加え、落とし蓋をして中火で煮る。煮詰まっ

たらみりん小１と4㎝に切った万能ねぎ2本分

を鍋に加え照りが出るまでひと煮立ちさせる。

レシピ（２人分）※メークインを使用

和
コロコロ型にすることでマヨネーズの
使用量を抑えてエネルギーをコントロール。

洋 コロコロ
ポテトサラダ

じゃがいも2個は皮をむき1㎝のさいの目切り

にし水にさらして、塩を入れた熱湯で柔らかく

なるまで茹でる。たらこ20g（親指大）をオー

ブントースターで焼き色がつくまで焼き、ほぐす

（①）。ボウルにマヨネーズ大1･1/2・塩小1/6・

白こしょう少々 と①を混ぜ、茹でたじゃがいもを

加えて和える。盛り付けたら刻みのりをのせる。

レシピ（２人分）※男爵を使用

さっくり揚げたじゃがいもにバターと
にんにくの風味を効かせた一品！

じゃがいも2個は皮付きのままくし切りにし水

にさらす。水気を切ったじゃがいもは170 度

の揚げ油で軽く色づくまで素揚げする。フラ

イパンにバター10gを溶かし、スライスにん

にく1/2かけを香りが出るまで炒め、素揚げ

したじゃがいもを加え炒め、塩小1/3で味

を整える。盛り付けたら刻んだパセリを飾る。

洋 ガーリック
バター炒め

レシピ（２人分）※男爵を使用

　

新
し
い
医
療
が
世
の
中
に
登
場
す
る
た

め
に
は
、
実
際
に
患
者
さ
ん
に
対
す
る
安
全

性
や
有
効
性
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
治
験
と
呼
び
、
当
院
で
も
多
く

の
患
者
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
私
は
臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
の

Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
し
て
、
治
験
が
滞
り
な
く
実
施
で

き
る
よ
う
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
サ
ポ

ー
ト
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

治
験
の
開
始
は
、
治
験
審
査
委
員
会
の
承

認
後
で
す
が
、
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
企
業
な
ど
の
治

験
依
頼
者
と
の
事
前
打
ち
合
せ
か
ら
関
与

し
ま
す
。
実
施
計
画
書
の
確
認
、
資
材
の
準

備
、
各
所
と
の
連
携
体
制
の
構
築
や
医
療
者

側
の
準
備
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
が
、
特

に
、
被
験
者
と
な
る
患
者
さ
ん
へ
の
説
明
や

精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
は
心
を
配
り
ま
す
。

治
験
は
患
者
さ
ん
の
理
解
と
善
意
の
う
え

に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
臨
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
い
た
だ
く
こ
と
、
研
究
的
要
素
を
含

ん
で
い
る
こ
と
、
細
か
な
ル
ー
ル
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。
開
始
し

て
か
ら
も
、
異
常
が
な
い
か
、
正
し
く
検
査

や
投
薬
が
で
き
て
い
る
か
、
正
確
な
デ
ー
タ

が
と
れ
て
い
る
か
一
つ
一
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
、

1
9
9
3
年
に
看
護
部
に
入
職
。
数
々
の
病
棟
を
経
て
、

2
0
0
5
年
よ
り
臨
床
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究

実
施
部
門
の
C
R
C
と
し
て
勤
務
。
看
護
師
と
し
て
の

経
験
が
今
の
仕
事
に
生
き
て
い
る
と
の
言
葉
は
医
療
者

と
し
て
の
自
信
に
溢
れ
て
い
る
一
方
で
、
優
し
く
包
み
込

む
よ
う
な
雰
囲
気
が
患
者
さ
ん
を
安
心
さ
せ
る
の
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。
趣
味
は
旅
行
と
食
べ
歩
き
。
雑
誌
や

テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
つ
い
足
を
運
ん
で

し
ま
う
の
だ
と
か
。
3
歳
か
ら
習
っ
て
い
た
マ
リ
ン
バ

も
、
時
々
叩
い
て
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

取
材
者
レ
ポ

患 者さんとともに未 来の医 療をつくる

手
を
取
り
合
い
な
が
ら
治
療
を
進
め
ま
す
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
な
っ
た
12
年
前
は
、
全
て
が
新

し
い
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
Ｃ
Ｒ
Ｃ
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

も
担
っ
て
い
ま
す
。
最
新
の
臨
床
研
究
や
医

療
事
情
を
学
ぶ
た
め
、
勉
強
会
を
開
催
し
た

り
、
学
会
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
組
織
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
目
標

の
一
つ
で
す
。

　

治
験
の
結
果
が
新
し
い
治
療
法
に
活
か

さ
れ
た
と
き
に
感
じ
る
の
は
、
参
加
し
た
患

者
さ
ん
へ
の
感
謝
と
、
新
し
い
治
療
法
を
待

ち
望
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
の
希
望
と
な
る

と
い
う
喜
び
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
新
し
い

医
療
技
術
が
一
つ
で
も
多
く
、
一
日
も
早

く
、
患
者
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

i ro  i ro  i r you
相
澤 

千
恵

Ｃ
Ｒ
Ｃ（C

linical R
esearch C

oordinator 

臨
床
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
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 つぶやき
イリョウリレー
つながっていく医 療 のことば 。

大
動
脈
瘤
や
大
動
脈
解
離
に
対
す
る
治
療
は
開
胸
下
で
の
侵

襲
が
大
き
い
手
術
が
基
本
で
す
が
、
最
近
は
体
へ
の
負
担
の
少

な
い
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
は
安
全
か
つ
確
実
に
治
療
で
き
る
デ
バ

イ
ス
と
し
て
近
年
急
速
に
進
化
し
続
け
て
お
り
、
高
齢
者
な
ど

へ
の
手
術
の
適
応
拡
大
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

慢
性
膵
炎
は
頑
固
な
腹
痛
や
、
進
行
す
る
と
糖
尿
病
な
ど
の
重

い
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
禁
酒
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
が

予
防
・
治
療
に
有
効
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
手
術
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
残
念
な
こ
と
に
、

手
術
で
症
状
を
改
善
し
て
も
退
院
後
に
飲
酒
し
て
再
入
院
す

る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

次
回
は
小
児
外
科 

風
間 

理
郎
で
す
！

未
病
・
予
防�

お
し
え
て
！

漢
方
先
生

漢
方
内
科  

高
山 

真

「
高
齢
者
と
漢
方
薬
」
そ
の
⑤

テ
ー
マ

麻ま
し
に
ん
が
ん

子
仁
丸
に
は
、
麻ま
し
に
ん

子
仁
・
杏
き
ょ
う
に
ん

仁
な
ど
の
生
薬
が
含
ま
れ
、

こ
れ
ら
は
油
性
成
分
を
持
ち
、
便
を
滑
り
や
す
く
し
ま
す
。

そ
の
他
、
含
ま
れ
る
大だ
い
お
う黄

・
枳き
じ
つ実

・
厚こ
う
ぼ
く朴

は
腸
の
動
き
を

助
け
、
芍
し
ゃ
く
や
く

薬
で
腹
痛
が
出
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
、
全
体
で
無
理
な
く
排
便
を
促
し
ま
す
。
特
に
乾
燥
し

た
コ
ロ
コ
ロ
便
の
方
に
効
き
や
す
い
特
徴
が
あ
り
、
高
齢

者
の
便
秘
全
般
に
有
効
で
す
。

髪
の
毛
が
口
に
入
っ
た
と
き
、
飴
の
薄
い
包
み
紙
を
噛
ん

で
し
ま
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
感
じ
が
し
ま
す
か
？
口
の
中

の
粘
膜
や
歯
は
と
て
も
敏
感
で
す
。
そ
の
た
め
入
れ
歯
や

被
せ
た
冠
の
違
和
感
や
か
み
合
わ
せ
が
良
く
な
い
な
ど
の

不
調
が
出
や
す
い
の
で
す
。
で
も
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
と
調
整
で
き
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
顎
の
筋
肉

の
痛
み
な
ど
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
に

な
る
方
は
、
私
ど
も
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
口
の
感
覚
」

テ
ー
マ

お
口
の
お
悩
み
、
解
決
し
ま
す
。

デ
ン
タ
ル
先
生

咬
合
回
復
科
長
　
佐
々
木 

啓
一

肝
・
胆
・
膵
外
科

坂
田 

直
昭

心
臓
血
管
外
科

髙
橋 

悟
朗

病
理
専
門
医
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
研
修
は
大
学
病
院
と

決
め
て
い
ま
し
た
。
東
北
大
学
病
院
を
希
望
し
た
の
は
、
出

身
大
学
以
外
の
新
し
い
環
境
で
自
分
を
試
し
て
み
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
初
め
て
の
土
地
で
大
変
な
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
同
期
に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
研
修
が
始
ま
っ
て
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
自
分
が
診
療

し
た
患
者
さ
ん
が
退
院
さ
れ
る
と
き
の
喜
び
を
知
り
、
ま
た

多
く
の
先
輩
か
ら
様
々
な
医
師
の
あ
る
べ
き
姿
を
学
ん
で
い

ま
す
。
ま
だ
迷
い
も
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ

の
言
葉
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

消
化
器
内
科 

 

血
液
・
免
疫
科 

 

救
急
科 

 

精
神
科

研
修
ロ
ー
テ
ー
ト

Profile

1991年生まれ、宮城県出身、
岩手医科大学医学部卒業

散歩をしたり音楽を聴いて過ごしています

宮城の暮らしと休日の過ごし方Q1

趣味は…見つかっていません！

趣味Q2

「バーニャのパン」。すぐに売り切
れてしまう人気のパン屋さんです。

お気に入りスポットQ3

仙台は程よく都会で何でも揃っ
ているので、とても暮らしやすい
街です。

仙台の魅力Q4

新
し
い
場
所
で

切
り
拓
く
、

医
師
へ
の
道

初期臨床研修 1 年目
小山 千佳

研
修
医

研
修
医

G
O
G
O

G
O
G
O

ストレッチの 3 原則

1  反動をつけずにゆっくりと
2  リラックスして深呼吸
3  目安時間に従って
 筋肉を伸ばす

す きま 時 間 で
リ フ レ ッ シ ュ

今
回
の
ス
ト
レ
ッ
チ言語聴覚士

和野 紗央里

普
段
あ
ま
り
意
識
し
な
い
顔

の
筋
肉
は
、放
っ
て
お
く
と
固

く
な
り
、
食
べ
物
を
飲
み
込

み
に
く
く
な
る
、
表
情
が
乏

し
く
な
る
、
滑
舌
が
悪
く
な

る
な
ど
様
々
な
影
響
が
で
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
ず
は
筋
肉

の
緊
張
を
十
分
に
ほ
ぐ
し
て

か
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
し
ま
し
ょ

う
。
気
に
な
る
シ
ワ
や
た
る

み
防
止
に
も
効
果
的
で
す
！

首
か
ら
上
が

ほ
ぐ
れ
る

ス
ト
レ
ッ
チ

ストレッチは、筋肉を伸

ばし関節の動きを広げる

だけでなく、全身の血行

や代謝の促進、さらには

リラックス効果も期待で

きます。かんたんストレ

ッチで、心も体もリフレッ

シュしませんか？

肩
の
力
を
抜
い
て
、
背
中
を
真
っ
直
ぐ
に

【
基
本
姿
勢
】

首（
準
備
体
操
）

1

1周10秒かけてゆっくり回し、首
の緊張をほぐす。

左右 1 回ずつ

顔
全
体

2

頬に手を添えて上に持ち上げ、位
置をずらしながら顔全体をほぐす。

キープ時間 5 〜10 秒

口
ま
わ
り

3
し
あ
げ

5
舌
・
喉

4

舌を出して口の周りをぐる
っと 1周回す。急がずゆっ
くりと。

1 周 1 分 左右 1 回ずつ体全体をリラッ
クスするために、
大きく深呼吸を
しましょう。

顔全体をしぼませるイメージで口と目を
ぎゅっと閉じる。口を横にひいて口角をあ
げ、おでこにしわが出るくらい目を開く。

キープ時間 3 秒 × 10 セット

緩
和
ケ
ア
は
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
「
よ
り
良
い
療
養
生

活
」
を
全
般
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
医
療
で
す
。
末
期
が
ん
の

患
者
さ
ん
に
限
っ
た
も
の
と
の
誤
解
が
多
い
で
す
が
、
早
い

段
階
か
ら
緩
和
ケ
ア
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
質
の
高
い
療
養

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
院
で
は
、「
痛
い
、
苦

し
い
」
と
い
っ
た
身
体
の
辛
い
症
状
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
病
気
が
今
後
ど
の
よ
う
な
経
過
を
辿
る
の
か
不
安
」「
副
作

用
が
強
い
抗
が
ん
剤
を
受
け
る
べ
き
か
ど
う
か
迷
っ
て
い

る
」「
日
常
生
活
で
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
れ
ば
良
い

の
か
知
り
た
い
」「
出
来
る
だ
け
長

く
自
宅
で
生
活
す
る
た
め
に
利
用

で
き
る
福
祉
制
度
を
知
り
た
い
」
な

ど
、
患
者
さ
ん
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
に
つ
い
て
緩
和
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
に
属
す
る
各
々
の
専
門
家
が

対
処
し
ま
す
。
主
治
医
や
担
当
の
看

護
師
を
通
じ
て
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

が
ん
に
限
ら
ず

闘
病
中
の
悩
み
は
遠
慮
な
く

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

01
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長��

井
上�

彰

み
ん
な
に
届
く

緩
和
ケ
ア
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ものローグ
思 い がこもった 大 切 なもの#  09 かとり ゆきお／ 1963年生まれ、東京都出身。1988年東北大学医学部

卒業後、同大学院医学系研究科に入学。その後、キール大学へ留学し、岩
手県立宮古病院、仙台市立病院勤務などを経て、2013年に当院耳鼻咽喉・
頭頸部外科科長に就任。

検
査
や
研
究
の
場
面
で
、
組
織
の
形
や
特
徴
を
み
る
と
き
に
は

試
料
を
薄
く
切
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
腎
臓
、
腫
瘍
、
そ
の
他
の

臓
器
を
電
子
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
観
察
す
る
た
め
に
、
0
・
1
μ
m

（
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
１
万
分
の
１
）
よ
り
薄
い
切
片
を
つ
く
る

た
め
に
繊
細
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ナ
イ
フ
を
用
い
ま
す
。
私
た
ち

東
北
大
学
の
耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
は
難
聴
の
予
防
や
治
療

を
目
指
し
て
、
耳
の
微
細
構
造
を
世
界
に
先
駆
け
て
研
究
し
て
き

ま
し
た
。
写
真
の
ナ
イ
フ
は
２
代
前
の
診
療
科
長
で
こ
の
研
究

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
っ
た
髙
坂
知
節
名
誉
教
授
か
ら
ご
退

官
の
記
念
に
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

お
よ
そ
30
年
前
よ
り
、
私
は
患
者
さ
ん
の
診
察
や
手
術
に
関
し

て
髙
坂
教
授
な
ら
び
に
先
輩
方
か
ら
教
わ
る
と
共
に
、
耳
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
形
態
を
み
る
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
内
耳
や
鼻
な
ど
耳
鼻
科
に
関
係
す
る
組
織
は
も
と
よ
り
、

大
学
病
院
の
他
の
診
療
科
の
先
生
方
に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
心
臓
、
腎
臓
、
肝
臓
、
肺
、
皮
膚
な
ど
の
薄
切
標
本
を
作
る
機

会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
で
は
専
門
の
検
査
士
の
方
々
が
多
く

行
う
仕
事
で
す
が
、
当
時
は
医
師
や
研
究
者
が
直
接
切
る
こ
と
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
滑
ら
か
な
薄
切
に
よ
り
均
一
で
き
れ

い
な
組
織
切
片
を
作
っ
て
い
く
地
味
な
仕
事
で
す
が
、
そ
の
結
果

が
国
際
的
な
研
究
成
果
に
な
り
、
患
者
さ
ん
の
診
察
に
役
立
つ

と
、
大
き
な
喜
び
に
な
り
ま
す
。

私
が
所
持
し
て
い
た
小
さ
な
ナ
イ
フ
が
10
年
く
ら
い
の
使
用

に
よ
り
や
つ
れ
て
き
た
こ
ろ
、
写
真
の
ナ
イ
フ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
内
耳
の
構
造
や
神
経
の
し
く
み
を
世
界
に
先
駆
け
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
髙
坂
先
生
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
私
の
宝
物

の
一
つ
で
す
。

標
本
作
成
用

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ナ
イ
フ

総合防災訓練を実施しました

10月20日、仙台市内直下・長町–利府断層を震源とす

る震度6強の地震が発生したという想定のもと、総合

防災訓練を実施しました。医師、歯科医師、看護師、医

療専門職員、事務職員、警備員、医学部学生等、約300

名が参加しました。今回は、初めて宮城県警察と連携

した身元不明者に対しての検視やデンタルチャート

（歯科記録）を記録する対応訓練や、当院独自の災害時

情報収集システム「アシスト」を使用した院内情報収

集のシミュレーションを行いました。

院内ローソンを増床しました

10月3日より、昼食時の混雑緩和を目的としてローソンを

増床オープンしました。おにぎり、お弁当、飲み物などを

販売しています。ぜひ、ご利用ください。

営業時間 10:30 ～ 15:00   定休日 土・日・祝

第 17回�市民公開講座

「もしかして、リウマチ？」を開催しました

10月1日、仙台国際センターにて市民公開講座を開催し

ました。当院医師による関節リウマチの予防やよく似た

症状の病気についての基調講

演のほか、当院作業療法士によ

る日常生活での工夫や自助具

などを紹介しました。また、リ

ウマチ患者さんの応援ソング

を歌う我那覇美奈さんを迎え

たミニライブでは、力強い歌声

に会場が感動に包まれました。

「もっと知りたい！血圧と腎臓の神秘（仮）」

日時／ 6 月 23 日（土）  場所／仙台国際センター大ホール

お申込み方法などは、当院ホームページやポスター掲示などでお知らせいたします。

次回開催

8月27日、「東北大学病院バックヤードツアー」と題して、

地域の皆さま対象とした病院見学会を開催しました。手

術室やヘリポートの見学、

チョコレートを薬剤に見立

てた分包体験、超音波エ

コー機器を使ったクイズな

ど、普段は見ることができ

ない当院のバックヤードを

めぐりました。

第 12 回�からだの教室

「東北大学病院バックヤードツアー」を
開催しました

www.hosp.tohoku.ac.jp/karada/

からだの教室�ホームページ

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！

「東北・みやぎ復興マラソン 2017」に
特別協力しました

9月3 0日・10月1日に開催された「東北・みやぎ復興マ

ラソン 2 017」に、当院の医師・看護師が医療ボランティ

アスタッフとして参加しました。また、会場内に設けられ

た復興マルシェ・EXPOには、東北メディカル・メガバン

ク機構と共にパネル展示や心肺蘇生トレーニングが体験

できるブースを出展しました。

東北・みやぎ復興マラソン 2017
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Webマガジン hesso

www. facebook .com/hosp.tohoku
Facebook東北大学病院 公式ページ

www.facebook.com/hosp.tohoku.hesso
Facebook hesso 公式ページ

@hosp_tohokuTwitter 東北大学病院 公式アカウント

当院では 70 名以上のボランティアさんが活躍しています。黄色の
エプロンをトレードマークに、ご案内係や病棟でのサポート業務、
生け花などさまざまに活動してくださっています。表紙を飾るのは、
20 年以上に渡って当院を支えている 4 名。患者さんが安心とやす
らぎを感じられる病院づくりを共に目指す大切な仲間です。

表
紙
の
話

住み慣れた地域で、いつまでも心豊かに暮らせる社会。その実現のために、東北大

学病院では、かかりつけ医を持つことを推進しています。高度で専門的な医療を、必

要な方が必要なときに受けることができるように、地域のお医者さんとのつながりの

中で、一人ひとりの健康を見守ります。これからの社会、すべての人が自分らしく暮

らすために、さあ、あなたも「かかりつけ医」を持ちましょう。

たとえば、あなたのそばの「かかりつけ医」は、

あなたの病状に合わせて大学病院の紹介も行います。

意思表示と聞くと、提供する、というイメージが強いですが、提供しない
という意思ももちろん尊重されます。もしものとき、意思表示がなければ
家族が決断に迷ってしまうかもしれません。今号が、臓器移植について家
族と話し合うきかっけとなれば嬉しく思います。（広報室）

編集
後記

おててテトテトDVD へそそ絆創膏 NO SMOKING
バッジ

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！

宛先：仙台市青葉区星陵町 1−1 東北大学病院 広報室
Eメール：hesso@pr.hosp.tohoku.ac.jp
フォーム：secure . hosp.tohoku.ac.jp/hesso/contact

hes so へのご意見・ご感想を募集しています。住所、氏名、年齢、性別、
ご意見・ご感想をご記入の上、下記宛先までおはがき、E メール、または
フォームでお送りください。抽選で当院オリジナルグッズ
をプレゼントいたします。

ご意見
募集

ボランティアさん

hesso（へっそ）は東北大 学病院の広報誌です。人のカラ

ダを中心に、いまの医療を中心に、地域の皆さまにわかり

やすく当院の活動を紹介します。hesso を中心に人の輪が

できる、まさに地域の「おへそ」のような存在を目指します。

東
北
大
学
病
院
広
報
誌
「
へ
っ
そ
」 
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優秀作品は院内にてポスター掲示いた
します。たくさんのご応募、お待ちして
おります！

禁煙川柳募集中

https ://secure.hosp.tohoku.ac.jp/
pr/kinen-senryu/ 

募集箱から：当院インフォメーションボー
ドに設置の応募用紙に必要事項をご記入
のうえ、専用の募集箱にご投函ください。
WEBから：下記よりご応募ください。

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！

ケータイ・スマホの方は
こちらからもアクセス！

当院は、2015年に開設百周年を迎え、
地域に貢献する若手医療従事者育成
の拡充をはじめとする記念事業の実
施を目的として「百周年記念事業寄
附」を募っています。皆さまのご理解、
ご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。詳しくは「開設百周年記念事業」
ホームページをご覧ください。

ご寄附のお願い

http://www.hosp.tohoku.ac.jp/
100th/donation/index.html

絶賛放送中！ 

オリジナル
ミニタオル


